
1 

「三重県の食に関する取組について」ｅ－モニターアンケート実施報告書  

 

「三重県の食に関する取組について」のアンケートの実施結果を、下記のと

おりご報告いたします。  

アンケートにご協力いただきましたｅ－モニターの皆様には厚くお礼を申

し上げます。  

結果につきましては、今後の取組に活用させていただきます。  

 

アンケート概要  

１  実施期間   令和元年 11 月 5 日（火）から 11 月 19 日（火）まで  

２  対象者数   1,071 人  

３  回答数     688 人  

４  回答率       64.2 ％  

５  回答者属性  

 

【年齢階層別】 

 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 

回答者数 2人 41人 141人 181人 

構 成 比 0.3％ 6.0％ 20.5％ 26.3％ 

 50歳代 60歳代 70歳代以上 

回答者数 151人 123人 49人 

構 成 比 21.9％ 17.9％ 7.1％ 

 

【地域別】 

 北勢 中南勢 伊勢志摩 伊賀 東紀州 

回答者数 345人 194人 82人 53人 14人 

構 成 比 50.1％ 28.2％ 11.9％ 7.7％ 2.0％ 

 

 北勢：四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、木曽岬町、東員町、

菰野町、朝日町、川越町  

 中南勢：津市、松阪市、多気町、明和町、大台町  

 伊勢志摩：伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町  

 伊賀：名張市、伊賀市  

 東紀州：尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町    

 

（注）グラフ、説明文中の割合は小数点第 2位で四捨五入しているため、合計が 100%になら

ない場合があります。 
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○アンケート結果 

（Ｑ１ 健康を意識した食生活の実践について） 

生活習慣病の予防や改善のために、あなたはふだんから適正体重の維持や減塩

などに気をつけた食生活を実践していますか。あてはまるものを１つ選んでくだ

さい。 

 

 

 

健康を意識した食生活を実践しているかについて聞いた結果、「いつも気をつけて

実践している」「気をつけて実践している」と答えた方が 442 人（64.2％）、「あまり

気をつけて実践していない」「まったく気をつけて実践していない」と答えた方は 246

人（35.8％）でした。 

H30年度のｅ－モニターアンケートで「いつも気をつけて実践している」「気をつけ

て実践している」と回答された方は 67.3％であり、健康を意識した食生活を実践して

いる人の割合がわずかに減りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも気をつけて実践している

93人、13.5%

気をつけて実践している

349人、50.7%

あまり気をつけて

実践していない

222人、32.3%

全く気をつけて実践していない

24人、3.5%
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（Ｑ２ バランスよく食べることについて） 

  主食（ごはん、パン、麺類などの料理）、主菜（魚介類、肉類、卵類、大豆・大豆

製品を主材料にした料理）、副菜（野菜類、海藻類、きのこ類を主材料にした料理）

の３つを組み合わせて食べることが１日に２回以上あるのは週に何日ありますか。

あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

バランスよく食事するかどうかについて聞いた結果、主食、主菜、副菜の 3つを組

み合わせて食べることが 1日に 2回以上あるのが「ほとんど毎日」と回答された方が、

278人（40.4％）、「週に 4～5日」と回答された方が 179人（26.0％）で、週の半分以

上の日でバランスよく食事できているのは 457人（66.4％）と全体の３分の２程度を

占めていました。 

H30年度のｅ－モニターアンケートでは 68.6％であり、バランスよく食べる人の割

合がわずかに減りました。 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど毎日

278人、 40.4%

週に４～５日

179人、26.0％

週に２～３日

161人、23.4%

ほとんどない

70人、10.2％
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（Ｑ３ 家族との食事について） 

同居家族がいらっしゃる方にお聴きします。 

   家族と一緒に食事をする機会はどの程度ありますか。 

   あてはまるものを１つ選んでください。 

※家族数は問いません。 

   ※朝食および夕食の場合でお答えください。（１週間で総数１４回になります。） 

 

 

家族と一緒に食事をする機会について回答していただいた方 652 人のうち、「ほと

んど毎日」と回答された方が、362人（55.5％）で、「週に 8～10 回程度」と回答され

た方 71人（10.9％）を合わせると 433人（66.4％）とほぼ３分の２を占めました。 

H30年度のｅ－モニターアンケートでは「ほとんど毎日」「週に 8～10回程度」と回

答された方は 69.4％であり、家族と一緒に食事をする人の割合がわずかに減りまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど毎日

362人、 55.5％

週に８～１０回程度

71人、 10.9％

週に５～７回程度

76人、 11.7％

週に３～４回程度

61人、 9.4％

週に１～２回程度

46人、7.1％

ほとんどない

36人、5.5%
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（Ｑ４ 栄養成分表示について）  

栄養成分表示が平成 27 年 4 月から義務化となりましたが、あなたは、（経過措

置期間は令和２年 3 月 31 日まで）ふだん食品を購入する時に、栄養成分の表示

を参考にしていますか。 

あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

食品を購入する時に栄養成分表示を参考にしているかについて聞いた結果、「いつ

もしている」と回答された方が 92人（13.4％）でした。「時々している」と回答され

た方 284 人（41.3％）を合わせると、376 人（54.7％）と、半数以上の方が栄養成分

表示を参考にしていました。Ｈ30 年度のｅ－モニターアンケートでは、「いつもして

いる」「時々している」と回答された方は 53.5%であり、食品を購入するときに、栄養

成分表示を参考にする人の割合はほぼ横ばいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもしている

92人、 13.4％

時々している

284人、41.3％

あまりしない

221人、 32.1％

いつもしない

91人、13.2％
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（Ｑ５ 非常用の食料について）  

県民の約６割の世帯が災害時に備えて非常用の食料を用意しています。あなたの 

世帯は用意していますか。 

 

 

 

災害時に備えて非常用食料の用意を「している」と回答された方が 418人（60.8％）

でした。 

平成 28年度のｅ－モニターアンケートでは、「している」と回答された方が 59.0％

であり、非常用食料の用意をしている人の割合がわずかに増えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している

418人、 60.8％

していない

270人、 39.2％
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（Ｑ6 非常用の食料について ２）   

Ｑ５で「している」を選んだ方にお聞きします。  

あなたは、非常用食料としてどんなものを用意していますか。あてはまるもの全て

選んでください。 

 

 

 

Ｑ５で「している」と回答された方 418人のうち、非常用食料として用意している

ものについては、「飲料」と回答された方が 385人（92.1％）で最も多く、次いで「主

食」321名（76.8％）、「副食」233名（55.7％）、「菓子」196名（46.9％）と続きまし

た。 

平成 28 年度のｅ－モニターアンケートでは、「飲料」と回答された方が 87.0％、

「主食」は 77.9％、「副食」は 43.9％、「菓子」は 43.8％であり、「主食」を除き、各

品目で用意している方の割合が増えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

196

385

233

321

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

菓子（チョコレート、飴、スナック菓子、栄養補助食品

等）

飲料（水、お茶、ジュース等）

副食（肉・魚等の缶詰、カレー・シチュー等のレトルト

食品 等）

主食（レトルトご飯・粥、めしを乾燥させた加工米、乾

パン、パンの缶詰 等）

(人)



8 

（Ｑ７ 食品の安全性について）    

 あなたは、食品の安全性について、ふだん不安を感じていますか。あてはまるもの

を１つ選んでください。 

 

 

 

食品の安全性について聞いた結果、「不安を感じている」「どちらかといえば不安を

感じている」と回答された方の合計が 331 人（48.2％）、「不安は感じていない」「ど

ちらかといえば不安は感じていない」と回答された方の合計は 349人（50.7％）でし

た。 

Ｈ30年度のｅ－モニターアンケートの結果と比べると、「不安を感じている」「どち

らかといえば不安を感じている」という方の割合は減り（Ｈ30 年度は 51.7％）、「不

安は感じていない」「どちらかといえば不安は感じていない」という方の割合が増え

ました（Ｈ30年度は 47.1％）。 

 

 

 

 

 

不安は感じていない

65人、 9.4％

どちらかといえば不安は感じていない

284人、41.3％
どちらかといえば不安を感じている

257人、37.4％

不安を感じている

74人 10.8％

わからない

8人、 1.2％
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（Ｑ８ 不安を感じる理由について）    

Ｑ７で「どちらかといえば不安を感じている」「不安を感じている」を選んだ方に

お聞きします。 

あなたは、食品の安全性について、どのような不安を感じていますか。あてはま 

るものをすべて選んでください。 

 

 

 

食品の安全性について、「どちらかといえば不安を感じている」「不安を感じてい

る」と回答された方 331人に、どのような不安かについて聞いた結果、一番多かっ

たのが「輸入食品の安全性」と回答された方（270人、81.6％）、その次に「食品添

加物の使用」と回答された方（252人、76.1％）、「農薬や動物用医薬品（抗生物質な

ど）の残留」と回答された方（225人、68.0％）と続きました。 

Ｈ30年度のｅ－モニターアンケートの結果と同様に、「輸入食品の安全性」（Ｈ30

年度は 80.9％）、「食品添加物の使用」（Ｈ30年度は 72.5％）、「農薬や動物用医薬品

（抗生物質など）の残留」（Ｈ30年度は 66.0％）と回答された方が上位を占めまし

た。 
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270
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252

225
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その他

アレルギー物質の含有

食中毒

遺伝子組み換え作物の使用

表示の偽装（消費期限、原産地など）

輸入食品の安全性

放射性物質の含有

食品添加物の使用

農薬や動物用医薬品（抗生物質など）の残留

(人)
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（Ｑ９ 食の安全に関する意識について） 

あなたは、食の安全についてふだんどの程度意識しますか。あてはまるものを１つ

選んでください。 

 

 

 

食の安全を意識するのはどのような時かについて聞いた結果、「買い物や食事の時

など日常的に意識している」、「日常的には意識していないが時々意識する」と回答さ

れた方が合計で 540人（78.5％）、「食の安全に関する問題が起こったときには意識す

る」、「ほとんど意識しない」と回答された方は合計で 147人（21.4％）でした。 

 Ｈ30 年度のｅ－モニターアンケートの結果と比べると、「買い物や食事の時など日

常的に意識している」、「日常的には意識していないが時々意識する」という方の割合

が減り（Ｈ30 年度は合計で 82.0％）、「食の安全に関する問題が起こったときには意

識する」、「ほとんど意識しない」という方の割合が増えました（H30 年度は合計で

17.6％）。 

 

買い物や食事の時な

ど日常的に意識して

いる

235人、34.2％

日常的には意識してい

ないが時々意識する

305人、44.3％

食の安全に関する問題が起

こったときには意識する

112人、16.3％

ほとんど意識しない

35人、5.1％

わからない

1人、0.1％
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（Ｑ１０ 食の安全・安心のために行政（国、県、市町）に期待する取組について） 

あなたが食品の安全・安心を得るために、行政に期待する取組はどれですか。あて

はまるものをすべて選んでください。 

 

食の安全･安心のために行政に期待する取組について聞いた結果、一番多かったの

が「食品の生産、加工、販売などを行う事業者に対する検査や指導を強化する」で 478

人（69.5％）、次に「残留農薬、食品添加物など食品の安全性に関する検査を強化す

る」が 459 人（66.7％）、さらに「食品表示の適正化を推進する」と回答された方が

342人（49.7％）と続きました。 

Ｈ30 年度のｅ－モニターアンケートの結果においても、「食品の生産、加工、販売

などを行う事業者に対する検査や指導を強化する」（H30年度は 65.9％）、「残留農薬、

食品添加物など食品の安全性に関する検査を強化する」(H30 年度は 66.5％)、「食品

18

8

15

98

69

66

268

225

264

342

459

478

0 100 200 300 400 500 600

わからない

期待する取組はない

その他

消費者や事業者の疑問等に対応できる相談体制を充

実する

消費者、事業者などによる相互理解のための交流を

推進する

講座、研修会など食の安全・安心に関する教育を推

進する

食の安全・安心に関する情報収集と適正な情報をわ

かりやすく提供する

トレーサビリティ制度（生産流通の履歴を追跡でき

るしくみ）を推進する

生産者、事業者が食の安全・安心の確保に自主的に

取り組めるしくみ（みえの安心食材表示制度など）

を推進する

食品表示の適正化を推進する

残留農薬、食品添加物など食品の安全性に関する検

査を強化する

食品の生産、加工、販売などを行う事業者に対する

検査や指導を強化する

(人)
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表示の適正化を推進する」（H30 年度は 49.3％）と、今年度の上位を占めた項目を回

答された方の割合が多い結果となっています。 

また、「その他」の回答としては、「輸入食品の検査の徹底」などがありました。 

 

（Ｑ１１ 食の安全・安心確保のための行政（国、県、市町）の取組について ） 

あなたは、食の安全・安心確保のために、現在行政が取り組んでいる具体的な取組

をどの程度ご存じですか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 

※具体的な取組内容は、Ｑ１０の選択肢をご覧ください。 

 

 
 

食の安全･安心確保のための行政の取組について聞いた結果、「取組の内容を知って

いる」「取り組んでいることは知っている」と回答された方が 328 人（47.7％）で、

「知らない」と回答された方 360人（52.3％）をやや下回りました。 

Ｈ30年度のｅ－モニターアンケートの結果と比べると、「取組の内容を知っている」

「取り組んでいることは知っている」人の割合が減り（Ｈ30 年度は 48.6％）、「知ら

ない」人の割合が増えました(Ｈ30年度は 51.4％）。 

 

 

 

取組の内容を知っている,

19人、2.8％

取り組んでいること

は知っている

309人、 44.9％

知らない

360人、52.3％
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（Ｑ１２ 食の安全・安心に関する情報を得る手段について） 

 あなたは、食の安全・安心に関する情報を知りたいと思った時、テレビ、ラジオ、

新聞以外では、どのような方法で情報を得ようと思いますか。あてはまるものを

すべて選んでください。 

 

 

 

テレビ、ラジオ、新聞以外での食の安全・安心に関する情報を知る方法について聞

いた結果、一番多かったのが「インターネット（ホームページ、メールマガジンなど）」

で 527 人（76.6％）、その次に「行政機関が発行する広報誌、パンフレットなど」で

250人（36.3％）、さらに「スーパーマーケット等にあるチラシ、パンフレット」と回

答された方が 211人（30.7％）と続きました。 

Ｈ30 年度のｅ－モニターアンケートの結果においても、「インターネット（ホーム

ページ、メールマガジンなど）」（H30 年度は 75.0％）、「スーパーマーケット等にある

チラシ、パンフレットなど」が（H30 年度は 35.7％）、「行政機関が発行する広報誌、

パンフレットなど」が（H30年度は 35.5％）と、今年度の上位を占めた項目を回答さ

れた方の割合が多い結果となっています。 
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211

250

527

173

0 100 200 300 400 500 600

テレビ、ラジオ、新聞以外から情報を得ようとは思

わない

その他

行政機関や事業者への電話での問い合わせ

生協、消費者団体からの会員向け情報

説明会、学習講座、行政主催の出前トーク、意見交

換会など

講演会、シンポジウムなど

スーパーマーケット等にあるチラシ、パンフレット

行政機関が発行する広報誌、パンフレットなど

インターネット（ホームページ、メールマガジンな

ど）

雑誌（一般の週刊誌や月刊誌、専門雑誌など）、フ

リーペーパー

(人)
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（Ｑ１３ 三重県のホームページ「食の安全・安心ひろば」について） 

三重県では、「食の安全・安心ひろば」というホームページにおいて、食の安全・

安心に関する情報や県及び事業者の取組などを掲載しています。あなたは、県のホ

ームページ「食の安全・安心ひろば」に、どんな情報が掲載されていれば見てみた

いと思いますか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 
 

県のホームページ「食の安全・安心ひろば」に、どんな記事が掲載されていれば見

てみたいと思うかと聞いた結果、一番多かったのが「ご家庭で注意したい食の安全に

関する情報（食中毒の予防法など）」が 370人（53.8％）、その次に「食の安全に関す

るミニ情報（食品添加物、農薬等の正しい知識の紹介）」が 306人（44.5％）、「食に関

する県内のニュースやイベントなどの新着情報」282人（41.0％）と続きました。 

「その他」の回答では、「農薬や食品表示の検査結果」や「料理のレシピ」といった

意見がありました。 

 これらの回答を元にして、ホームページ「三重県食の安全・安心ひろば」の掲載項

目、内容、ページなどを見直し、検討していきたいと思います。 
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216

269

370

125

282

0 50 100 150 200 250 300 350 400

見ることはない

わからない

その他

研修会や出前トークなど、学べる場や機会に関する情報

食の安全に関するミニ情報（食品添加物、農薬等の正しい知

識の紹介）

食の安全を守るための取組（行政が行っている監視指導や検

査など）の紹介

世間で話題になっている、食に関する言葉、事柄についての

解説

ご家庭で注意したい食の安全に関する情報（食中毒の予防法

など）

食の安全に関する子ども向けの解説ページ（クイズや簡単な

ワークシートなど）

食に関する県内のニュースやイベントなどの新着情報
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